
加賀市教育委員会からのお知らせ

令和６年度コミュニティスクール運営状況について

加賀市では、Ｒ５年度から市内全ての小中学校でコミュニティスクール（以下ＣＳと略）を導入しております。
Ｒ６年度に加賀市内教職員及び加賀市内小中学校ＣＳコーディネーター（２２校）にアンケートを行い、CSの

運営状況を確認しました。以下に報告します。
※ コミュニティスクールの概要については、 https://www.city.kaga.ishikawa.jp/material/files/group/8/ri-huretto.pdf をご覧下さい。

教職員アンケート結果から（回答数２６４）
Ｑ１「学校運営協議会で決定されたことやその活動は、学校にとって意味のあることだ」

昨年度 → 今年度
・あてはまる ４３．３％ ４２．３％ ・昨年同様、ほとんどの教職
・どちらかといえば、あてはまる ５２．５％ ５４．２% 員が、学校運営協議会の活
・どちらかといえば、あてはまらない ４．２％ ３．５％ 動を評価している。
・あてはまらない ０．０％ ０．０％

Ｑ２「地域の人と協力することで、自分の授業の内容の向上につながったことがある」
昨年度 → 今年度

・あてはまる ２４．６％ ３０．３％ ・昨年以上に、地域の方の協
・どちらかといえば、あてはまる ４９．８％ ６４．１％ 力のおかげで、授業力向上
・どちらかといえば、あてはまらない １７．５％ ０％ に繋がったと感じる教職員
・あてはまらない ８．１％ ５．６％ が増えた。

Ｑ３「ＣＳによる学校支援ボランティアのサポートにより、業務負担が軽減されたと実感できた」
昨年度 → 今年度

・とても実感できた １２．１％ １７．５％ ・地域の方のおかげで、業務
・少し実感できた ３８．６％ ４３．６％ 負担が軽減できたと実感で
・あまり実感できない ３４．０％ ２８．４％ きた教職員が増えた。
・ほとんど実感できない １５．３％ １０．５％

ＣＳコーディネーターアンケート結果から（回答数１９）
Ｑ４「学校運営の基本方針の承認にあたり、学校運営協議会委員による議論が行うことができた」

昨年度 → 今年度
・あてはまる ７２．７％ ７７．８％ ・ほとんどの学校で、学校運
・どちらかといえば、あてはまる ２２．７％ ２２．２％ 営について、CSとして議論
・どちらかといえば、あてはまらない ４．６％ ０．０％ できている。
・あてはまらない ０．０％ ０．０％

Ｑ５「学校側の提案事項を承認するだけでなく、より良い学校運営のために建設的に議論するこ
とがある」

昨年度 → 今年度 ・ほとんどの学校で、学校運
・あてはまる ５０．０％ ６３．２％ 営協議会側から、地域の意
・どちらかといえば、あてはまる ３６．４％ ３６．８％ 見を話し合うことができて
・どちらかといえば、あてはまらない １３．６％ ０．０％ いる。
・あてはまらない ０．０％ ０．０％

Ｑ６「地域住民側からの意見や提案が持ち込まれることがある」
昨年度 → 今年度 ・昨年度同様、地域住民から

・あてはまる ２７．３％ ２１．１％ 運営協議会に学校に対する
・どちらかといえば、あてはまる ４０．９％ ４７．４％ 意見や提案が持ち込まれて
・どちらかといえば、あてはまらない ３１．８％ ３１．５％ いない学校が全体の１/３弱
・あてはまらない ０．０％ ０．０％ ある。

〈成果と課題〉
ほとんどの教職員がＣＳの学校運営協議会についての意義を認める中、「地域の協力のおかげで、授業

の内容の向上につながった」と答えた教職員は９４％いました。また、「学校の業務軽減」につながったと肯
定的に答えた教職員は６１％でした。どちらも昨年度よりその数値が増加し、学校側がCSの活動を評価して
いることがわかりました。
昨年度同様、地域住民から学校運営協議会に学校に対する意見や提案が持ち込まれていない学校が

全体の１/３程度あることがわかりました。このことは、学校のＣＳの取組はまだまだ地域と結びつきが弱
く、その活動が学校に還元されていないことがわかりました。
Ｒ７年度では、ＣＳの取組を地域の中でさらに理解してもらい、位置づけるよう進めていきます。


